
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成２２年５月２０日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

研究分野： 数物系科学 

科研費の分科・細目： 地球惑星科学、層位・古生物学（4405） 

キーワード：表層花粉、モダンアナログ法、日本列島、第四紀学、暖温帯、亜熱帯、温暖化、

将来予測 

 
１．研究計画の概要 

日本列島周辺の年平均気温 16℃以上の地
域として (1) 南西諸島 (2) 四国～九州南岸 
(3) 中国雲南高原にて野外調査を実施し、合
計 300 点前後の表層花粉試料を採取、室内分
析しデータセットに追加したのち、化石花粉
データ（別途採取済み）へ MAT 法を適用、MIS11
を含む第四紀後期の間氷期の古気温値を数
学的な検定のもとに再計算する 

 

２．研究の進捗状況 

 研究計画に記した調査予定地域に関して
(1) 南西諸島の調査を平成 19 年度におこな
い、屋久島～奄美大島～沖縄本島から約６０
点の表層試料を採取した。また平成 21 年度
（12 月）に同地域を再調査し、３０点の試料
を追加採取した。 

 

(2) 四国～九州南岸の調査を平成 20 年度に
おこない、種子島～九州南部（鹿児島、宮崎）
～南四国から約５０点の表層試料を採取し
た。また平成 21 年度（1 月）に同地域を再調
査し、３５点の試料を追加採取した。 

 

(3) 中国雲南高原の調査を平成21年度におこ
ない、中国雲南省～四川省の西部山岳地帯か
ら約５０点の表層試料を採取した。この調査
は中国・昆明植物研究所および英国ニューカ
ッスル大学との協働である。 
 

なお本計画にかかる周辺調査として、以下の
３地域を新たに設定し、同様の試料採取調査
をおこなった。 

 

(4) 日本列島周辺海洋底。茨城大学・岡田誠
研究室と共同して、JAMSTEC や産総研が保
管するピストンコア試料のトップ試料約３
０点を採取した（平成 19 年度）。 

 

(5) 日本列島暖温帯の北縁にあたる南関東地
方。この地域は人口稠密につき自然林の残存
が少ないため、千葉市都町における調査ボー
リングコア（Tb）から弥生時代の堆積物試料
約１０点を採取し、表層試料の代替とした。 

 

(6) 暖温帯の周辺域にあたる冷温帯地域。既
存の日本列島表層データセットの品質をあ
げるため、長野県、青森県、大阪府、和歌山
県などへ短期の調査に赴き、約４０点の表層
試料を採取した。 

 

３．現在までの達成度 

 ①当初の計画以上に進展している。 

 （理由）研究計画調書に記した３地域の調
査および試料採取をすべて実施したため。ま
た室内分析・データ化を実行したため。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 室内分析・データ化の残りを実行するとと
もに、成果出版をおこなう。なお成果の投稿
先のひとつは Nature Geoscience を予定して
いる（原稿完成ずみ。６月中に投稿予定）。 
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